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Abstract：Setting achievable goals for students makes learning more efective. Our study aims 







improvements in the abilities of their peers. Two tools were used for this purpose: video clips 
of the improvement in peer performance and a visual demonstration of the changes in the 
TOEIC scores. The participants of the study were 56 Japanese colege students who were 
either enroled in the TOEIC preparation courses or the English-speaking courses. The 
responses of the participants to open-ended questions, according to their English learning 
experiences, were analyzed qualitatively and by using text mining techniques. It was 
observed that the diference in motivation between the two groups, the first with positive 
learning experiences and the second with negative experiences, was not large. Further, the 
results endorsed the efectiveness of the tools used. In particular, the video clips enabled 
learners to realize their scope for possible skil improvement, and the visual demonstration 
motivated them to prepare for the TOEIC tests. These results reconfirm that it is essential 
to set achievable goals in a visible manner to keep learners motivated to perform tasks to the 
best of their abilities.






　学習者の英語力を測定する方法の一つとして、国内ではしばしばTOEIC（Test of English for 
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付録１　TOEICスコアのスライド
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付録２　質問紙に使用された項目
101 中学のとき、英語の授業は楽しかった
102 中学のとき、英語が得意だった
103 中学のとき、英語が好きだった
104 高校のとき、英語の授業は楽しかった
105 高校のとき、英語が得意だった
106 高校のとき、英語が好きだった
107 これからの時代、英語ができたほうがよい
108 英語がわからないとき、まず自分でいろいろ試してから他の学生や先生に質問するこ
とにしている
109 英語が得意な学生と同じ勉強方法を試してみる
110 先生や英語が得意な学生に勉強方法を教わる
201 短大のこの英語授業を楽しみにしている
202 短大のこの英語授業では多くのことを学びたい
203 短大のこの英語授業で将来使えるような英語のスキルを身につけたい
204 短大のこの英語授業では、学生同士で学ぶ雰囲気があった方がよい
205 短大のこの英語授業は、自分の成長に役立つ
206 英語でスピーチができると格好いい
207 英語を勉強することは楽しい
208 英語を勉強することで、言葉に対する知識や技能を深められる
209 英語の勉強方法を自分で工夫することは重要である
210 英語の勉強方法を工夫することで、英語力が身につく
211 英語で話すとき、間違えても気にならない
212 英語で話すとき、満足感を覚える
213 英語を勉強すると充実感を抱く
214 英語を勉強すると、現在の生活場面で役に立つ
215 他の学生よりも自分の英語力が高く評価されてほしい
216 他の学生よりも自分の英語力を低く評価されたくない
217 同じ範囲の英語の勉強を繰り返すと、いつの間にかそれが身につく
達成可能な目標提示がもたらす効果：英語学習に対する好感の視点から
218 計画的にコツコツ英語を勉強すれば、いつかその努力の成果が得られる
301 英語スピーチのときには、アイコンタクトや姿勢にも気を付けたほうがよい
302 英語スピーチのときには、英語のリズムやイントネーションにも気をつけたほうがよ
い
303 ２回目のスピーチのほうが英語が上手になっていた
304 短大のこの英語授業で他の学生がどのように成長したか知ることは重要である
305 ２回目のスピーチのほうが自信をもってリラックスしていたように見えた
306 TOEICなどの英語資格の取得に意欲がわいた
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